
2009JPA全国患者・家族交流集会 2日目（11/15）第 2分科会メモ 

第２分科会「患者・障害者の社会保障制度」 

 

進行 一樋義明（全国パーキンソン病友の会）、水谷幸司（全国心臓病の子どもを守る会） 

記録（       ） 

 

＜おおまかな進行・時間配分＞ 

9:00     開会  主旨説明（一樋） 

9:05～9:30  話題提供（問題提起15分、質疑10分） 

「内部障害と社会保障制度の概要と問題点、展望」 

           水谷幸司（「今後の難病対策」勉強会実行委員長） 

9:30～10:30  討論Ⅰ「患者の実態報告、要望」 

＊ できるだけ数多くの発言を 

10:30～10:45 休憩 

10:45～11:45 討論Ⅱ「谷間のない福祉法制をめざして」 

＊ ＪＰＡ提言、アピールをふまえて、今後への意見を中心に議論 

11:45～11:50 休憩 

11:50～12:00 まとめ・感想（進行より） 

       翌日の行動の説明 

12:00     閉会 

 

＜問題提起の要旨＞ 

１．内部障害と社会保障制度 

・心臓や肝臓、腎臓などを中心に、社会保障・社会福祉制度の概略 

 ・難病患者と社会保障制度 

 

２．制度と患者運動の歴史から学ぶこと 

・障害の定義の変遷（身体障害者福祉、障害年金を主に） 

―「運動なしに成果なし」 

 ・肝炎の運動から学ぶもの 

 

３．現状と課題「難病患者への社会保障制度がどうなっているか、何が問題か」 

 ・制度の「谷間」の実態 

 

４．「谷間のない」新たな制度にむけて（討論の口火として） 

 ・国際基準から―ＩＣＦ（国際生活機能分類）と障害者権利条約 

  ・ＪＰＡ「提言」のめざすもの―障害者自立支援法の廃止とその先の総合福祉法制 

  ・私たちの運動に、何がいま必要なのか？ 

 

＜参考資料＞ 


